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祖母懐小学校跡地の
土地が売却されました。

子どもたちの安全な学校活動、地域における防災活動の二
つの視点を持って、全小中学校と特別支援学校の体育館にエ
アコンを設置していく意向が明らかになりました。
具体的な整備スケジュールは未定。学校跡地の体育館、市

体育館についても整備の必要性を認識しているものの、児童
生徒が現在も通う学校の体育館を最優先に整備していく。

面積：18,655.27㎥。
売払価格：5億1001万円。
売払先：シー・クエンス㈱
計画宅地数：82宅地。
これから約１年間宅地造成を行い、
その後、住宅建設が始まるようです。

令和５年度決算審査を行い、ごみ減量目標を達
成したことが判明しました！家庭系ごみ排出量
483ｇ/人･日の目標に対して、結果は476g/人･日。
昨年の６月、ごみ袋値上げ凍結のときには、達

成が難しいとされていた数字をクリアしました。
皆様の努力のたまものです！引き続き、ごみ分
別・減量にご協力お願いいたします。

小中学校体育館に

エアコン設置へ

令和７年４月から組織改編がされます。
主な変更点は、
・市⾧直轄組織を３課から１課に。（防災安全課）
・秘書広報課の新設。
・コミュニティ推進課の新設。
・多様性協働課の新設。
・商工観光課を新設し、瀬戸蔵へ。（産業政策課・ものづくり
商業振興課・観光課を１課に。）
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みんなと
第16回

テーマ
瀬戸に関する情報交換!

日時：１０月３１日（木）１９：００～２０：３０
場所：道泉地域交流センター
申し込み：不要です。当日に直接お越しください。
参加費：無料

日時：10月３１日（木）
１９：００～２０：３０
道泉地域交流センター

YouTube

動画は

こちら！

夜間、市役所の前を通りかかると、煌々と照明が灯っているフロアが、いく
つもある光景をよく目にします。
今回の質問では、本市職員のメンタル疾患者数の実態や、退職者数の推移を

確認し、その原因を探りました。
また、特に市役所若手職員の退職は、採用と育成にかかった費用と時間が、

無駄になってしまうことから、市民の立場から見ても、大きな損失となります。
根本的な原因はどこにあるのか、対症療法ではなく、真に打つべき対策は何

であるのかを提案しました。

（松原）本市職員のメンタル疾患者数は、R3年13
名、R4年18名、R5年26名。特徴と原因は？

（市）病気休職（90日以上3年未満）の9割がメンタ
ル疾患。20･30代、主事・主任級に多い。

（松原）職員の普通退職者数は、R3年21名、R4年
14名、R5年20名。メンタル疾患との因果関係は？

（市）退職者のうち約半数は、メンタル疾患の既往
歴がある。

（松原）根本的に職員数は適正か？また事業数は
年々増えて職員負担が増えていないか？

（市）市民千人当たりの職員数は、愛知県内で２番
目に少ない。事業数は年々増加傾向。

（松原）松原が提案する真に打つべき対策
①行政評価システム（外部評価も含めて）
②予算インセンティブ制度（収入増加の動機付け）
③内部統制制度（安心して働きやすい職場環境）
見解はどうか？

（市）
①事業評価を行う際、外部評価は有効。
②インセンティブも検討中。全庁的に進める。
③リスク回避に有効。事例研究していく。
提案に対して、比較的前向きな答弁を得られた印象。


